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●
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　

Ｑ　

徘
徊
者
早
期
発
見
ス
テ
ッ

カ
ー
は
、
市
民
が
制
度
を
認
知
す

る
こ
と
で
効
果
が
現
れ
る
と
思
う

が
、
ど
う
周
知
し
て
い
く
の
か
。

　

Ａ　

年
１
回
、
市
の
広
報
で
認

知
症
を
特
集
し
て
い
る
が
、
新
た

に
地
域
包
括
ケ
ア
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
全
戸
に
配
付
し
、周
知
す
る
。認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
認

知
症
カ
フ
ェ
で
も
事
業
説
明
を
行

い
、
周
知
に
努
め
て
い
き
た
い
。

●
威
圧
的
な
関
係
者
か
ら
学
校

（
子
供
・
教
師
）
を
守
り
支
援
す

る
た
め
に

　

Ｑ　

学
校
で
の
い
じ
め
や
保
護

者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
速
や
か

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
学
校
が
弁

護
士
と
契
約
す
る
、
ス
ク
ー
ル
ロ

イ
ヤ
ー
制
度
を
導
入
し
て
は
。

　

Ａ　

県
に
学
校
の
管
理
職
か
ら

相
談
を
受
け
る
弁
護
士
が
お
り
、

す
ぐ
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ

る
た
め
、
今
後
も
、
こ
の
制
度
を

有
効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

●
読
書
活
動
の
充
実
に
つ
い
て

　

Ｑ　

借
り
た
本
の
題
名
な
ど
が

記
録
さ
れ
る
読
書
通
帳
は
、
図
書

の
貸
し
出
し
数
の
増
加
に
つ
な
が

る
が
、
導
入
を
検
討
し
て
は
。

　

Ａ　

現
在
の
蔵
書
管
理
シ
ス
テ

ム
は
対
応
で
き
な
い
が
、
現
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
読
書
通
帳
の
代
替

と
な
る
も
の
を
研
究
し
て
い
く
。

　

Ｑ　

全
学
校
図
書
館
に
、
子
ど

も
向
け
の
新
聞
を
配
架
し
て
は
。

　

Ａ　

す
で
に
配
架
し
て
い
る
学

校
も
あ
る
が
、全
小
・
中
学
校
か
ら

配
架
や
部
数
を
増
や
す
要
望
が
あ

る
た
め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
自
衛
隊
と
の
協
力
体
制
に
つ
い
て

　

Ｑ　

国
防
に
加
え
、
災
害
時
に

被
災
地
で
救
助
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
る
自
衛
隊
に
対
し
、
積
極
的

に
協
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
現
在
の
状
況
は
。

　

Ａ　

現
在
、
自
衛
隊
員
募
集
記

事
の
広
報
へ
の
掲
載
や
災
害
派
遣

隊
員
の
留
守
家
族
支
援
な
ど
を
行

っ
て
お
り
、
平
成　

年
度
は
、
退

３１

職
自
衛
官
の
採
用
予
定
も
あ
る
。

災
害
発
生
に
備
え
、
さ
ら
な
る
協

力
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

　

Ｑ　

空
母
艦
載
機
の
移
駐
が
完

了
し
た
が
、
基
地
と
の
今
後
の
関

わ
り
方
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

Ａ　

基
地
の
運
用
や
騒
音
の
状

況
を
注
視
し
、
必
要
な
対
策
を
国

に
働
き
掛
け
る
が
、
騒
音
問
題
を

中
心
と
し
た
向
き
合
い
方
を
見
直

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

●
市
道　

号
線
と
関
連
す
る
道
路

１７

整
備
に
つ
い
て

　

Ｑ　

市
道　

号
線
は
綾
瀬
西
高

１７

校
の
生
徒
も
利
用
し
、
朝
の
混
雑

は
危
険
な
状
況
だ
が
、
五
社
神
社

前
の
拡
幅
整
備
の 
進 しん 　
  �
は
。

ち
ょ
く

　

Ａ　

拡
幅
に
向
け
た
測
量
や
警

察
と
の
協
議
が
終
了
し
、
現
在
、

地
権
者
と
用
地
交
渉
中
で
あ
る
。

　

Ｑ　

市
道　

号
線
の
舗
装
面
に

１７

傷
み
が
あ
る
が
、
修
繕
予
定
は
。

　

Ａ　

老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、

安
全
面
に
注
意
し
、
計
画
的
に
舗

装
を
打
ち
変
え
て
い
き
た
い
。

　

Ｑ　

虚
空
蔵
橋
に
下
り
る
市
道

４
１
１
号
線
の
整
備
予
定
は
。

　

Ａ　

市
道　

号
線
拡
幅
整
備
が

１７

完
了
し
た
後
、
自
治
会
や
地
権
者

と
調
整
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
医
療
等
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

　

Ｑ　

が
ん
患
者
で
、
抗
が
ん
剤

治
療
に
よ
り
髪
が
抜
け
た
方
や
乳

房
を
切
除
し
た
方
は
、
高
額
な
ウ

ィ
ッ
グ
や
補
正
下
着
な
ど
を
使
用

し
、数
年
で
買
い
替
え
て
い
る
。患

者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
購
入
費
用
を
助
成
し
て
は
。

　

Ａ　

県
が
ウ
ィ
ッ
グ
な
ど
の
購

入
費
助
成
事
業
を
検
討
し
て
い
る

と
聞
い
て
お
り
、
検
討
状
況
や
他

自
治
体
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

Ｑ　

県
は
、
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー

に
対
し
、
入
院
な
ど
の
費
用
を
支

援
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
る

が
、
本
市
も
取
り
組
ま
な
い
か
。

　

Ａ　

県
は
平
成　

年
度
か
ら
事

３０

業
を
開
始
し
て
お
り
、
本
市
も
実

施
に
向
け
、調
整
し
て
い
き
た
い
。

●
小
中
学
生
の
通
学
か
ば
ん
等
の

重
量
化
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て

　

Ｑ　

保
護
者
か
ら
、
子
ど
も
の

通
学
か
ば
ん
が
重
く
、
健
康
や
安

全
面
に
不
安
が
あ
る
と
の
声
を
聞

い
て
い
る
が
、
市
の
対
策
は
。

　

Ａ　

家
庭
学
習
で
使
用
し
な
い

教
科
書
や
学
習
用
具
な
ど
は
学
校

に
保
管
し
て
い
る
。児
童
・
生
徒
の

発
達
段
階
に
応
じ
て
健
康
や
安
全

に
留
意
し
な
が
ら
、
携
行
品
の
負

担
軽
減
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

　

Ｑ　

教
科
書
な
ど
を
学
校
に
保

管
す
る
こ
と
で
、
学
力
へ
の
影
響

や
盗
難
な
ど
の
心
配
も
生
じ
る

が
、市
は
ど
う
対
応
し
て
い
る
か
。

　

Ａ　

家
庭
学
習
に
影
響
が
な
い

も
の
を
学
校
で
保
管
す
る
こ
と
と

し
、
放
課
後
に
教
室
の
見
回
り
を

行
う
な
ど
、
注
意
し
て
い
る
。

●
職
員
の
人
材
の
確
保
・
育
成
に

つ
い
て

　

Ｑ　

人
口
減
少
が
進
む
中
、
複

雑
・
多
様
化
す
る
行
政
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
人
材

を
確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
確
保
の
方
法
は
。

　

Ａ　

仕
事
を
円
滑
か
つ
効
率
的

に
進
め
ら
れ
る
人
材
の
確
保
を
考

え
て
い
る
。ま
た
、職
務
遂
行
能
力

を
見
極
め
る
総
合
適
性
検
査
な
ど

を
採
用
試
験
で
導
入
し
て
い
る
。

　

Ｑ　

専
門
的
な
知
識
を
持
つ
人

材
を
採
用
し
て
い
か
な
い
か
。

　

Ａ　

平
成　

年
度
に
、
自
衛
官

３１

Ｏ
Ｂ
を
採
用
し
、
平
成　

年
度
か

３２

ら
は
、
市
の
費
用
負
担
に
よ
り
、

県
か
ら
職
務
経
験
を
持
つ
土
木
職

の
派
遣
を
目
指
し
て
い
る
。

●
厚
木
基
地
関
連
の
歳
入
の
今
後

と
我
が
市
と
し
て
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

　

Ｑ　

基
地
の
一
部
返
還
を
求
め

る
中
で
、
基
地
内
の
ゴ
ル
フ
場
や

ピ
ク
ニ
ッ
ク
エ
リ
ア
の
共
同
利
用

を
強
く
訴
え
て
い
か
な
い
か
。

　

Ａ　

こ
れ
ま
で
も
市
と
議
会
の

要
望
の
中
で
求
め
て
い
る
が
、
現

在
の
施
設
を
市
民
生
活
に
資
す
る

利
用
が
で
き
る
よ
う
、
共
同
利
用

な
ど
に
関
し
、
具
体
的
な
考
え
方

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

Ｑ　

地
元
へ
の
経
済
波
及
効
果

を
狙
い
、
民
間
航
空
機
の
乗
り
入

れ
を
求
め
て
い
か
な
い
か
。

　

Ａ　

騒
音
解
消
を
求
め
て
き
た

た
め
、
現
時
点
で
は
困
難
と
考
え

る
。
今
後
、
基
地
の
運
用
を
注
視

し
、
基
地
対
策
を
進
め
る
中
で
議

会
な
ど
の
意
見
を
聞
き
た
い
。

●
２
月

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

１８
　

日　

議
会
全
員
協
議
会

２０
　

日　

３
月
定
例
会
本
会
議
（
初

２５

日
）
・
議
会
全
員
協
議
会
・

議
会
運
営
委
員
会

　

日　

３
月
定
例
会
本
会
議
（
第

２６

２
日
）・
議
会
全
員
協
議
会

●
３
月

１
日　

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

４
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

５
日　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

日　

基
地
対
策
特
別
委
員
会

１２
　

日　

３
月
定
例
会
本
会
議
（
第

１５

３
日
）

　

日　

３
月
定
例
会
本
会
議
（
第

１８

４
日
）・
議
会
運
営
委
員
会

　

日　

３
月
定
例
会
本
会
議
（
第

１９

５
日
）

　

日　

３
月
定
例
会
本
会
議
（
最

２２

終
日
）
・
議
会
全
員
協
議

会
・
議
会
報
編
集
委
員
会

●
５
月

７
日　

議
員
協
議
会

　

日　

５
月
臨
時
会
・
議
会
運
営

１５

委
員
会
・
総
務
教
育
、市
民

福
祉
、
経
済
建
設
各
常
任

委
員
会
・
基
地
政
策
特
別

委
員
会
・
議
会
報
編
集
委

員
会
・
議
会
全
員
協
議
会

　

日　

議
会
報
編
集
委
員
会

１７
　

日　

議
会
全
員
協
議
会

２０
　

日　

議
会
運
営
委
員
会

２７

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

●
子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実

に
つ
い
て

　

Ｑ　

幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化

の
実
施
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
る
の
か
。

　

Ａ　

４
月
か
ら
市
民
へ
の
周
知

と
保
育
所
な
ど
と
の
調
整
を
始

め
、
７
月
に
保
育
管
理
シ
ス
テ
ム

の
改
修
、
８
月
に
認
定
申
請
の
受

け
付
け
と
決
定
を
し
、
９
月
に
通

知
を
発
送
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

Ｑ　

無
償
化
の
対
象
と
な
る
ベ

ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
条
件
は
。ま
た
、

想
定
さ
れ
る
課
題
は
あ
る
の
か
。

　

Ａ　

都
道
府
県
な
ど
に
届
出
を

行
っ
て
い
る
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
は

無
償
化
の
対
象
と
な
る
。
ま
た
、

保
育
の
質
の
確
保
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
国
は
、
指
導
監
督
基
準

の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

　

Ｑ　

市
内
の
道
路
に
は
、
ベ
ビ

ー
カ
ー
が
利
用
し
づ
ら
く
、
危
険

な
箇
所
が
あ
る
。
子
ど
も
が
安
全

に
、
安
心
し
て
成
長
す
る
た
め
に

は
道
路
環
境
の
充
実
が
望
ま
れ
る

が
、ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　

Ａ　

誰
も
が
歩
き
や
す
い
道
路

環
境
と
す
る
た
め
、条
例
を
定
め
、

道
路
の
新
設
や
改
良
時
に
歩
道
の

段
差
解
消
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

Ｑ　

吉
岡
の
横
須
賀
水
道
道
路

は
、
側
溝
に
ふ
た
が
さ
れ
て
高
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
道
路
に
段
差

が
生
じ
、
歩
行
者
は
危
険
を
感
じ

て
い
る
が
、対
策
を
考
え
な
い
か
。

　

Ａ　

現
在
、
横
須
賀
市
か
ら
本

市
へ
用
地
な
ど
の
移
管
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
今
後
、
改
良
の
際
に

道
路
の
利
用
状
況
を
確
認
し
た
上

で
、構
造
を
決
定
し
て
い
き
た
い
。

桜が満開となり、家族連れが見物に訪
れていました＜市役所南側広場にて＞

市公式マスコットキャラクター
「あやぴぃ」

複
雑
・
多
様
化
す
る
行
政
課
題
に

対
応
で
き
る
職
員
の
確
保
を

志
政
あ
や
せ 

橘
川　

佳
彦

幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
の
実
施

に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

志
政
あ
や
せ 

金
江　

大
志

国
防
や
災
害
出
動
に
尽
力
す
る

自
衛
隊
へ
積
極
的
に
協
力
を

新
政
会 

笠
間　
　

昇

が
ん
患
者
や
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
へ

の
支
援
に
取
り
組
ま
な
い
か

公
明
党 

三
谷　

小
鶴

徘
徊
者
早
期
発
見
ス
テ
ッ
カ
ー
を

周
知
し
効
果
を
高
め
な
い
か

志
政
あ
や
せ 

古
市　
　

正


